
『やすらぎのふるさと薦原』

特定非営利活動法人薦原地域づくり委員会

会長 古谷 久人

令和８年９月２９日

地域運営組織全国セミナーin三重
事例発表
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名張市の北西に位置し、北は伊賀市、西は
奈良県と接しており、国道、県道などが経由
し、名張市における北の玄関口となっていま
す。

地域の大半を山林、田園が占め、名張川と
小波田川が流れる中山間地域で、古くから開
けた薦生、八幡、西田原、鵜山、家野、葛尾
の農村集落と、新しい住宅団地のさつき台、
市内最大の工業団地である八幡工業団地等か
ら構成されています。

面積 11.5㎢（名張市全体 129.77㎢）

薦原地域の概要

薦原地域

三重県
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人口・世帯数 令和８年８月１日現在

地区名 人口 世帯数

薦生 118 60

八幡 121 50

西田原 295 167

鵜山 31 18

家野 67 31

葛尾 34 19

さつき台１区 557 249

さつき台２区 703 313

地域合計 1,926 907

名張市全体 72,469 34,940

薦原地域の概要

3



年齢別 人口 率

0～14歳 191 9.9％

15～64歳 992 51.5％

65歳以上 743 38.6％

75歳以上 468 24.3％

薦原地域の概要

年齢別 令和８年８月１日現在
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薦原地域の課題

●リーダー的役員の不足

●ボランティアの高齢化

●休耕田

●耕作放棄地

●獣害
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◎平成１４年９月 市長より財政非常事態宣言の発表
地域づくり委員会設立準備

◎平成１５年７月 薦原地域づくり委員会設立
◎平成１７年４月 公民館管理運営業務の地域委託開始
◎平成１８年９月 公民館管理運営業務を指定管理者制度に移行
◎平成１９年４月 薦原地区スポーツ振興会１８年度末解散

事業を福祉厚生部会へ移行
◎平成２１年４月 区長制度廃止により薦原区長会２０年度末解散

コミュニティ部会を新設し編入

◎平成２１年４月 薦原コミュニティバス本格運行開始

◎平成２２年４月 薦原地区社会福祉協議会２１年度末解散
事業を福祉厚生部会へ移行

◎平成２３年４月 配食グループ「こもちゃん」活動開始

◎平成２３年１０月 地域ビジョン「コモコモプラン２１」策定

薦原地域づくり委員会のあゆみ
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◎平成２４年４月 コミュニティ部会を区長部会へ改正

◎平成２８年４月 条例により公民館から市民センターへ移行

◎平成２９年８月 生活支援事業「コモコモサポート」活動開始
（有償ボランティア）

◎平成３０年１０月 薦原未来総合研究所「コモコモラボ」設立

◎令和３年３月 薦原のシンボルマーク制作

◎令和７年４月１日 特定非営利活動法人薦原地域づくり委員会としてスタート

◎令和８年４月１日 薦原コミュニティバス再編本格運行開始
定時定路線バス「コモコモ号」
公共ライドシェア「コモコモらいど」

薦原地域づくり委員会のあゆみ
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「やすらぎのふるさと薦原」

～わたしたちのきずなでつむぐ、安心・安全・安住の里づくり～

住民の交流や助け合いによる「ひとづくり」を通して、誰もが暮らし
続けたいと感じる魅力ある「やすらぎのふるさと」の創造をめざします。

地域ビジョン「コモコモプラン２１」

将来地域像

8



◎快適な道路環境の形成

◎親水空間の創造

◎薦原公園の拠点性向上

◎地域資源の育成

◎安心・安全ネットワークの構築

◎地域の魅力発信

地域ビジョン「コモコモプラン２１」

基本方針
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活動の様子

地区民運動会 鮎つかみ
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活動の様子

配食グループ「こもちゃん」 おっちゃんの料理教室
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活動の様子

子どもの居場所コモコモふれあい祭り
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活動の様子

コモコモサポート 環境整備

防災訓練
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これからの取組み

暮らしを守る

・薦原コミュニティバス運行継続

・地区防災計画の策定

未来を創る

・薦原公園の拠点性向上

・稼ぐ力の醸成

15



暮らしを守る ・薦原コミュニティバス運行継続

これまで

交通空白地域
全地区と鉄道駅を結ぶ

さつき台

西田原
鵜山

八幡

薦生
家野

葛尾

300人
(49%)

40人
(65%)

定時定路線バス

コモコモ号

34人

67人

31人

118人 295人

121人

1260人

1926人
38.6％

地域全体

人口
高齢化率
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さつき台

薦生･八幡･家野･

葛尾･鵜山･西田原

定時定路線バス

公共ライドシェア
（区域運行＋ポイント）

（住民ドライバー）

暮らしを守る ・薦原コミュニティバス運行継続

これから
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暮らしを守る ・薦原コミュニティバス運行継続
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暮らしを守る ・薦原コミュニティバス運行継続

19



暮らしを守る ・地区防災計画の策定

薦原地域
災害対策本部
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美旗地域
災害対策本部

地区防災計画策定
避難困難者の
個別避難計画の具体化

地域をまたいだ避難所の運営

北中学校避難所運営委員会設置
隣接した２つの地域が１つの避難所を使用することによ

る混乱を防止するため、地域、学校、市で組織し訓練を実施。
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暮らしを守る ・地区防災計画の策定

防災訓練
避難所開設

防災キャンプ

避難所体験
一泊

２年生～６年生
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未来を創る ・薦原公園の拠点性向上

立地
地域の中心位置
工業団地の横
国道（３６８号）に近く
県道の横

最大限活用

イベント開催
ポットラックパークコモハラ
マルシェ
スポーツ大会
道の駅

繋がりづくりの場

稼ぐ力の醸成の場

ポットラックパークコモハラ 22



未来を創る ・稼ぐ力の醸成

・就業年齢引上げ
・リーダー的役員の不足
・ボランティアの高齢化
・休耕田
・耕作放棄地
・獣害

組織の強化
●法人化

・責任の明確化
（財産、雇用や契約等）

・社会的信頼性の向上
・代表者の責任の軽減

●事務局機能の強化
●リーダー的役員の強化
●若い世代の参画

地域力の低下

課題 対策
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未来を創る ・稼ぐ力の醸成

●コミュニティビジネス
・農産物栽培（栗栽培等）
・販売
・新たな助成事業獲得
・道の駅（薦原公園）

新たな事業

稼ぐ力のアップ

地域力のアップ

栗栽培
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ご清聴ありがとうございました。
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